
第 ２ 回 学 校 評 議 員 会 議 事 録 

開催日時 令和５年11月13日（月） 14：30～16：30 

会  場 北海道霧多布高等学校 校長室 

出 席 者 

学校評議員  橋 本 邦 子 様 

高 橋   勇 様 

（中 田 菊 美 様 

細 越 圭 一 様は欠席） 

校  長 柴 尾 尚 文 

教  頭 佐 藤 秀 樹 

生徒会担当 佐々木   渉 

１ 開 会(教    頭) 

２ 校 長 あ い さ つ(校    長) 

３ 生徒執行部による活動状況説明(生徒会執行部) 

４ 質 疑 及 び 情 報 交 換 

５ 連 絡 事 項(教    頭) 

６ 閉 会(教    頭) 

校長が意見を求めた事項 学校評議員の意見 

１ 生徒会執行部説明に

対しての質疑応答 

【質問１】説明のあった部活動以外はどのような活動を行っているか。 

(回答)説明した部活動は全道大会に進出した部活動である。それ以外は、バドミン

トン部、バスケットボール部、野球部、書道部、ボランティア愛好会等があ

る。加入率は８割を超えている。茶華道は３年生が引退して部員がゼロであ

る。 

【質問２】目安箱への意見は多いか。 

(回答)今現在、目安箱への意見はない。 

２ 生徒会執行部へご意

見（感想も含む） 

・目安箱への意見がないということは、ある意味不平不満が無いともいえる。もっ

と良い意見をもらうには、それをどのように引き出すかヒントを投げかけるなど

の仕掛けが必要である。 

・授業参観をしたが、授業が楽しく、先生ともフレンドリーなところがよい。 

・自販機３箇条も１０年前からあるが、これだけ生徒が落ち着いているので、それ

が本当に必要かどうか、生徒自身で考えることが必要である。 

３ その他（講評を含む） ・挨拶がとても気持ちがよい。これは、学校が楽しいという表れである。 

・人材確保については、町ぐるみで本気に考えなければいけない。 

上記のとおり学校評議員会を開催しました。 

令和５年11月13日  北海道霧多布高等学校長 柴 尾 尚 文 


